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ソフトウェア工学についての後悔
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Tom Demarco

•ソフトウェア

工学、そのと

きは去った。

Ed Yourdon

•ソフトウェア

工学に大切な

ことは？

Barry Boehm

•あの指数曲線

は間違いだっ

た。

Ivar Jacobson

•ソフトウェア

業界は、

ファッション

業界のようだ。

Tom Gilb

•ソフトウェア

工学は定義を

間違った。
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Tom DeMarco



Change Vision, Inc.

IEEE SOFTWARE 2009



ソフトウェア開発は、いつでもどこ
か実験的要素を含む。。。。しか
し、こここそが、本来、焦点を当
てるべき場所だったのだ。

–Tom DeMarco
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Ed Yourdon



Published under the GNU Free Documentation License (GFDL)

Top Ten Eleven Items
1.計測できないものは制御できない

2.ピープルウェア(Peopleware)

3.インクリメンタル(Incrementalism)

4.反復(Iteration)

5.欠陥が下流に漏れること、修正コストが増加する

6.トレードオフは、非線形

7.再利用は重要

8.リスクマネジメントが鍵

9.一貫性は才能+デスマーチに勝る

10.車輪を再発明しない

11.透明性を重視。何も隠さないこと
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http://en.wikipedia.org/wiki/GFDL


http://www.flickr.com/photos/74987020@N00/131796142/

Barry Beohm



https://blogs.itmedia.co.jp/hiranabe/2008/05/it-is-all-barry.html

あの曲線はまちがっていた！
It’s all Barry’s fault

http://www.yourdonreport.com/wp-content/uploads/2007/05/costofdefectremoval.png
https://blogs.itmedia.co.jp/hiranabe/2008/05/it-is-all-barry.html
https://blogs.itmedia.co.jp/hiranabe/2008/05/it-is-all-barry.html
https://blogs.itmedia.co.jp/hiranabe/2008/05/it-is-all-barry.html


12

Ivar Jacobson



ソフトウェア工学は未成熟なプラクティス(immature 

practices)によって、重大な阻害(gravely hampered)を
今日受けている。例えば、具体的には以下のように：

⚫言葉の流行が、工学の一分野というより
ファッション業界のようだ。

⚫しっかりした広く受け入れられた、理論的基礎の欠如。
⚫非常に多くの方法論(methods)とその派生。またそれらの
違いがほとんど理解されずに作為的に強調されている。
⚫信頼できる実験的評価(experimental evaluation)と
妥当性確認(validation)の欠如。
⚫産業界の実践(industry practice)と学界の研究
(academic research)の乖離。

SEMAT Call for Action(1/2)
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ソフトウェアシンポジウム第一回

HistoryofSoftwareSymposioumbySEA.mht


ソフトウェア工学とは、ウェアシステ
ムの「価値」をバランスしながら、
バランスしたステークホルダーに提
供する、ソフト工学の１分野である。

– Tom Gilb



ソフトウェア工学についての後悔
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• ソフトウェア工学、そのときは去った。Tom Demarco

• ソフトウェア工学に大切なことは？Ed Yourdon

• あの指数曲線は間違いだった。Barry Boehm

• ソフトウェア業界は、ファッション業界のようだ。Ivar Jacobson

• ソフトウェア工学は定義を間違った。Tom Gilb



ソフトウェア工学とアジャイル

⚫ ソフトウェア工学は、ソフトウェアのデザイ
ンからチームデザインへと移してアジャイル
へと広がった。

⚫ アジャイルは「ビジネス」と「ピープル」を
文脈に強く持って、ソフトウェア開発を席巻
した。

⚫ それだけでなく「組織論」として発展。

⚫ 「考える」ことと「行う」こと、を分けない。
やっていない人が論じない（全体性の回復）。





アジャイルを
日本で広げた
い

• 首都圏、地方を問わず、
優秀なエンジニアは多
い。

• エンジニアが直にビジ
ネス、社会に影響を与
えられる時代。

• ソフトウェアはもはや、
調達、ではない。イノ
ベーションの核。

• もともとチームワーク
は、日本は得意なはず。

• 人と関わること、の大
切さ。

• わくわく、どきどき、
やった！ の感覚。

• エンジニアとしての、
倫理観を持って、社会
と関わる。
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という
ことで、
私の講
演は…

• 「アジャイル入門」＋
「事例」です。

• スクラムの基礎と、技
術プラクティス、チー
ム作りについて。

• アジャイルとDXの潮流、
日本のソフトウェア産
業構造とDXについて、
も言及します。

• 時間があれば「経営/
組織理論」（野中郁次
郎先生）とスクラムに
ついても。
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